
設置者

　住　所

　氏　名

記

1

2 郵便番号 住所

3

郵便番号 住所

郵便番号 住所

6 平成 19 年 4

7 令和 7 年 4

（育成室） 87.75 ㎡ 1.95 ㎡

45

4 名 0 名

0 名 2 名

19時

8時 から 19時

10

11

12

24

（42日）

4

（13日）

4

（12日）

15 令和 6 年度

16

※１　支援単位が２つ以上となる場合は、第８号様式乙に記載ください。

直接契約の有無（民設民営の場合のみ）

17 利用料

月額 0～9,000 円

協議書提出有無
（月額利用料14,000円を超過する場合）

多様な遊びや体験活動の実施有無 有（別紙様式５のとおり）

東京都福祉サービス第三者評価受審有無 有 受審済み

学童クラブ外部からの搬入
（区市町村による手配）（春季休業期間の全日数）

14 活動内容

児童の意見を聞く場や機会創設有無 有（別紙様式５のとおり）

学童クラブ外部からの搬入
（区市町村による手配）（夏季休業期間の全日数）

有 冬季休業期間
日間提供

提供方法
学童クラブ外部からの搬入
（区市町村による手配）（冬季休業期間の全日数）

有

13 長期休業期間中の昼食提供

有 夏季休業期間
日間提供

提供方法

春季休業期間
日間提供

提供方法

国庫補助の有無 有

職員の勤務条件や賃金体系の策定有無 有

職員の資質向上のための研修計画策定有無 有

9 開所時間

平日 放課後から 　まで

土曜日・長期休業期間 　まで

児童数 名

職員体制

放課後児童支援員（常勤） 放課後児童支援員（非常勤）

補助員（常勤） 補助員（非常勤）

学童クラブ事業開始年月 　月

認証学童クラブ事業開始年月 　月

8

支
援
単
位
ご
と
の
状
況

（

※
１
）

（

南
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
）

専用区画面積 （児童数で按分したときの１名あたりの面積）

代表取締役　内山　恵介

5 運営主体

名称 株式会社アソシエ・インターナショナル

住所 153-0063 東京都目黒区目黒3-11-3-3F

代表者 代表取締役　内山　恵介

設置・運営形態 民　設　民　営

4 設置主体

名称 株式会社アソシエ・インターナショナル

住所 153-0063 東京都目黒区目黒3-11-3-3F

代表者

株式会社アソシエ・インターナショナル 代表取締役　内山　恵介

　東京都認証学童クラブ事業実施要綱第５章２（１）①の規定により、下記のとおり申請します。

学童クラブ名 南学童保育クラブ

学童クラブの所在地 152-0013 東京都目黒区南2-8-10　 パラッツオ碑文谷1Ｆ

第８号様式甲

令和7年5月30日

東京都認証学童クラブ（移行型）設置申請書

東京都知事　　殿

東京都目黒区目黒3-11-3-3F



別紙様式２

１　児童の意見を聞く場や機会の創設

２　多様な遊び及び体験活動

2 回以上

8 回

３　要件

児童の意見を踏まえた内容となっ
ているか

は　い 「参加する」「参加しない」を児童が選択できるか は　い

「地域の文化等に触れる体験」
住区の盆踊り大会等、地域で行われる行事に希望者で参加している。盆踊り大会では、夏休みの
一日保育の時間を使って、盆踊りの練習を行い、当日は、多くの保護者も参加する中で、踊りを
披露する機会を頂き、地域の行事に参加する貴重な機会となっている。

「自主学習」 毎　日
毎日、15:00から15:30までの30分間を学習時間として設定している。また、自由遊びの時間に
も、学習をしたいこどもたちがいつでも学習できるようにテーブルや座卓を配置している。

「児童の意見を反映させた行事」 夏のお楽しみ会、思い出会、各種遊びの大会

「身体を動かす遊び」 毎　日
校庭遊びを希望するこどもたちを引率して、クラブから10分ほどにある校庭で、サッカーなどの
ボール遊びや一輪車、鬼ごっこなどの遊びを個々に楽しんでいる。校庭が使用できない日は、近
隣の児童館のプレイルームや公園遊びを行っている。

「製作活動等」 毎　日

育成室の中に常に工作ができるよう工作コーナーを設置しており、近くの棚に工作に必要な用具
や材料をそろえている。また、レゴ、LaQ、カプラ等の遊びもいつでもできるようにスペースをつ
くっている。また、毎月職員が企画した”テーマ工作”を取り入れ、希望するこどもたちが制作
を楽しむ機会を設けている。夏のお楽しみ会では、班で協力してお店の看板などを製作してい
る。

活　動　内　容　の　詳　細

第８号様式における多様な遊びや体験活動については、下記のとおりです。

記

具体的な内容

こどもたちの実態に応じて、こども会議や学年会議を行い、出来るだけ広くこどもたちの意見を聞き、活動に取り入れるよう心がけている。ま
た、日常の保育でも、職員からこどもたちに話をする際、必ず質問をする時間を保障するし、分からない事を質問したり、意見が言いやすい雰囲
気づくりに心がけている。お楽しみ会の内容や誕生会の司会進行、遊びの大会の企画や運営を、こどもたちの実態をみながら、任せることで、主
体性を育てる保育を目指している。

項目 実施回数 具体的な内容


